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ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「高齢者虐待防止法」についてお伝えします。

Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題

　西南戦争時に本村黒川地区で戦死した会津藩士の佐川
官兵衛を顕彰している熊本佐川官兵衛顕彰会の興梠二雄
会長（吉田一）が、福島県会津若松市の市政120周年記
念式典に際して功労者表彰を受けました。
　会津若松市の観光大使でもある興梠会長は後日届けら
れた表彰状を手にし、「熊本地震で被害を受けた佐川官
兵衛の碑もお陰さまで再建され、碑前祭を毎年行ってい
る。会津若松市と南阿蘇村の双方が佐川官兵衛を縁とし
て絆を深め、復興につなげていければと思います」と話
されました。

佐川官兵衛を縁として
会津若松市から功労者表彰（興梠二雄さん 吉田一）

表彰状を手にする熊本佐川官兵衛顕彰会の興梠二雄会長　南阿蘇村民剣道大会（主催：剣友会　後援：村、村体
育協会、村教育委員会）が、白水体育館で開催されました。
　当日は選手・指導者など約100人が参加。選手たちは
日頃から稽古に打ち込んできた成果をそれぞれ出し切り
ました。
　小学校の部の優勝者は以下のとおりです。
1・2年生の部　今村　麻織里さん（第七駐在）
3年生の部　松岡　元稀さん（一関二）
4年生の部　上野　和貴さん（一関一）
5年生の部　本田　悠真さん（両併一）
6年生の部　安達　健真さん（中松三）

稽古の成果を出し切って
南阿蘇村民剣道大会
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左から、小学校1・2、3、4、5、6年生の部の優勝者

　更生保護の歴史が70周年を迎えたことを記念して作
成された冊子「更生保護のあゆみ」を、阿蘇地区保護司
会南部分会の渡邉吉保分会長が村へ寄贈しました。冊子
は、犯罪や非行の予防や更生を支援する保護司や更生保
護についての資料がまとめられたもの。
　編さんに携わった渡邉会長は、「更生保護は、自治体
や地域の皆さんとの協力連携をうまく図っていくことが
重要です。今後も皆さんのご理解とご協力をお願いしま
すとともに、社会貢献のために尽力していきたい」と述
べられました。

心技体を高め合う
第4回阿蘇郡市小・中学校剣道錬成大会
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保護司の歴史を編さん
更生保護70周年記念冊子を寄贈（渡邉吉保さん・中松二）
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記念冊子の編さんを手掛けた渡邉吉保分会長

　「第4回阿蘇郡市小・中学校剣道錬成大会」（主催：阿蘇
郡市剣道連盟）が白水体育館で開催されました。
　当日は阿蘇郡市町村内から121人の小・中学生が選手
として参加。
　それぞれの道場で稽古に打ち込んできた剣士たちが、
個人戦・団体戦で気迫のこもった試合を繰り広げました。
　村内から大会に出場した小・中学生たちも優秀な成績
をおさめ、表彰を受けました。

村内から参加した選手たち
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齢
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懲
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。
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。
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待

　
養
護
者
ま
た
は
高
齢
者
の
親
族
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当
該
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齢
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齢
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。
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。
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の
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介
護
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な
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傾
向
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あ
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待
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し
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る
本
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が
虐
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を
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う
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な

い
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も
多
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。
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ら
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。
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高
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待
防
止
法
で
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高
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者
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待
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け
た
と
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る
高
齢
者
を

発
見
し
た
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報
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な
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ば
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ら
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さ
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す
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待
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る
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れ
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く
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ま
た
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嫌
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え
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要
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を
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り
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す
。 

　
気
に
な
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が
み
ら
れ
る
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合
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、
で
き
る
だ
け
早
期
に
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の
専
門

機
関
に
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談
す
る
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と
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重
要
で
す

（
代
表
的
な
機
関
を
記
載
し
ま
す
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　•
地
域
包
括
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援
セ
ン
タ
ー

　
お
近
く
の
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す（
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
役

場
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
）。

•
民
生
委
員

　
民
生
委
員
は
、
行
政
区
ご
と
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　•
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護
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ア
マ
ネ
ー

ジ
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ー
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相
談
を
受
け
た
専
門
機
関
は
、
他
の

専
門
機
関
や
村
と
共
同
し
て
対
応
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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